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置換えに関する寸法、結線、パラメータについて次頁以降に記します。 

FREQROL-HC シリーズから 
FREQROL-XC(-PWM)シリーズへの 

置換え資料 
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１．寸法 
 

FREQROL-HCシリーズから FREQROL-XC(-PWM)(共通母線モード(高調波抑制制御有効）)シリーズへ置き換える場合の取付け寸法について以下に示します。 

詳細の寸法につきましては、次ページ以降の外形寸法図をご参照願います。 

 

電源

電圧 

既設 

高力率 

ｺﾝﾊﾞｰﾀ 

ﾘｱｸﾄﾙ 1 ﾘｱｸﾄﾙ 2 外置ﾎﾞｯｸｽ 

置換え 

多機能回生 

ｺﾝﾊﾞｰﾀ 

ﾘｱｸﾄﾙﾎﾞｯｸｽ 

取付け寸法 

高力率 

ｺﾝﾊﾞｰﾀ 
ﾊﾟﾈﾙｶｯﾄ 

ﾘｱｸﾄﾙ 1 

ﾘｱｸﾄﾙ 2 

外置ﾎﾞｯｸｽ/ 

ﾘｱｸﾄﾙﾎﾞｯｸｽ 

3相

200V 
FR-HC-55K FR-HCL01-55K FR-HCL02-55K FR-HCB-55K 

FR-XC-55K 

FR-XC-55K-PWM 
FR-XCB-55K 

寸法 

異なる 

寸法 

異なる 

ﾘｱｸﾄﾙﾎﾞｯｸｽ 

内蔵 

寸法 

異なる 

3相

400V 
FR-HC-H55K FR-HCL01-H55K FR-HCL02-H55K FR-HCB-H55K 

FR-XC-H55K 

FR-XC-H55K-PWM 
FR-XCB-H55K 

寸法 

異なる 

寸法 

異なる 

ﾘｱｸﾄﾙﾎﾞｯｸｽ 

内蔵 

寸法 

異なる 

  

  FR-XCは初期状態で高調波抑制制御が無効となっています。Pr.416 制御方法選択の設定値を変更して、高調波抑制制御を有効にしてください。 

  FR-XC-PWMは初期状態で高調波抑制制御が有効となっています。 

    FR-XCB は垂直に取付けてください。 
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外形寸法図（単位：mm） 

【高力率コンバータ：200V クラス】 
 

 

■FR-HC-55K ■FR-XC-55K(-PWM) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

ﾊﾟﾈﾙｶｯﾄ寸法（FR-ACN08 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ使用） 
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【外置ボックス：200V クラス】 

■FR-HCB-55K ■FR-XCB-55K 

                          リアクトル 1,2内蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【リアクトル１：200V クラス】 
 

■FR-HCL01-55K  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リアクトル２：200V クラス】 

 

■FR-HCL02-55K  
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【高力率コンバータ：400V クラス】 

 
■FR-HC-H55K ■FR-XC-H55K(-PWM) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ﾊﾟﾈﾙｶｯﾄ寸法（FR-ACN08 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ使用） 
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【外置ボックス：400V クラス】 

■FR-HCB-H55K                                    ■FR-XCB-H55K 

                          リアクトル 1,2内蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リアクトル１：400V クラス】 

■FR-HCL01-H55K  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リアクトル２：400V クラス】 

 

■FR-HCL02-H55K                
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２．結線 
基本的に端子名称が同じなので、名称にあわせて接続してください。 

 

高
力
率
コ
ン
バ
ー
タ 

種類 
FR-HC 

端子名称 

FR-XC(-PWM) 

対応端子名称 
備考 

主
回
路 

R､S､T R/L1､S/L2､T/L3  

R4､S4､T4 R2/L12､S2/L22､T2/L32 FR-XCBの R2/L12､S2/L22､T2/L32に接続します。 

R1､S1 R1/L11､S1/L21 FR-HCの R1､S1端子は、接続が禁止されています。 

P､N P/＋､N/－ 端子 P4には接続しないでください。 

   

制
御
回
路
・
入
力
信
号 

接
点 

MC1 - FR-XCに突入回路が内蔵されています。 

MC2 

RES RES  

SOF SOF  

- LOH FR-XCB の冷却ファンの回転数を監視して過熱を防ぎま

す。シンクロジック時は端子 LOH1と接続します。*1 

X1 - 端子がありません。 

X2 - 

SD SD  

- PC FR-HCは、PC端子がありません。 

制
御
回
路
・
出
力
信
号 

接点 A､B､C A､B､C  

オ
ー
プ
ン
・
コ
レ
ク
タ 

RDY RYB 端子数が 6点から 4点となります。 

 

 

 

 

 

 

 

IPF信号(FREQROL-HC)は RYA端子を IPF信号に割付けてく

ださい。 

CV0 - 

OL - 

Y1 - 

Y2 - 

RSO RSO 

SE SE 

 RYA 

ﾊﾟﾙｽ 
FM - FM端子がありません。CC-Link、RS-485通信からモニタ出

力することができます。 

ﾌｧﾝ電源 
- FAN FR-XCBのファン用電源で、端子 FAN1と SDに接続します。 

SD 

通信 RS-485 - PUコネクタ FR-HCは、RS-485通信ができません。 

機能選択ｽｲｯﾁ 

- SW2 

 
工場出荷値のままとしてください。 

ﾘｱｸﾄﾙ 1 主回路 

R､S､T - ﾘｱｸﾄﾙﾎﾞｯｸｽ FR-XCBはﾘｱｸﾄﾙ 1、ﾘｱｸﾄﾙ 2を１パッケージ化

にしたもので、別置きは、ﾘｱｸﾄﾙﾎﾞｯｸｽ FR-XCBのみとなり

ます。ﾘｱｸﾄﾙﾎﾞｯｸｽ FR-XCBから音がすることがありますが、

異常ではありません。 

 

R2､S2､T2 - 

 - 

ﾘｱｸﾄﾙ 2 主回路 

R3､S3､T3 - 

R4､S4､T4 - 

 - 

ﾘｱｸﾄﾙ 

ﾎﾞｯｸｽ 
主回路 

- R/L1､S/L2､T/L3 

- R2/L12､S2/L22､T2/L32 

-  

- L0H1 *1 

- LOH2 *1 

- FAN1 

- SD 

外
置
き 

ボ
ッ
ク
ス 

主回路 

R2､S2､T2 - 

R3､S3､T3 

 

制御回路・ 

出力信号 

接

点 

MC1 - 

MC2 

 

*1 シンクロジック時は、端子 LOH1と LOH、LOH2 と SD を接続します。

ソースロジック時は取扱説明書を参照ください。 
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主回路端子の端子配列 

 

FREQROL-HC ｼﾘｰｽﾞと FREQROL-XC(-PWM)ｼﾘｰｽﾞの主回路端子配列を以下に示します。 

容量によっては主回路端子の配列、ｱｰｽ端子の位置が異なる場合がありますので、端子の名称、位置をご

確認の上、配線してください。 

FREQROL-XC(-PWM)ｼﾘｰｽﾞで使用されていた配線ｹｰﾌﾞﾙの長さが足りない場合、配線ｹｰﾌﾞﾙ長の変更が必要に

なります。容量によっては端子ねじｻｲｽﾞが異なる場合がありますので、端子ねじｻｲｽﾞをご確認の上、配線

してください。 

 

【高効率コンバータ：200Vクラス】 

■FR-HC-55K                                   ■FR-XC-55K(-PWM) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■FR-HCL01-55K,FR-HCL02-55K 

 ねじｻｲｽﾞ Ｍ12 

 

 

 

 

■FR-HCB-55K                   ■FR-XCB-55K 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ねじｻｲｽﾞ 

M8 

ねじｻｲｽﾞ 

M4 

ねじｻｲｽﾞ 

M12 

 

 

 
 

ねじｻｲｽﾞ 

M10 

ねじｻｲｽﾞ 

M8 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

ｸﾗﾝﾌﾟ端子 



（9／13） ＢＣＮ－Ｃ２１００２－２００  

【高効率コンバータ：400Vクラス】 
 

■ FR-HC-H55K ■FR-XC-H55K(-PWM) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■FR-HCL01-H55K,FR-HCL02-H55K 

 ねじｻｲｽﾞ Ｍ8 

 

 

 

 

■FR-HCB-H55K                   ■FR-XCB-H55K 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねじｻｲｽﾞ 

M4 

ねじｻｲｽﾞ 

M8 

 

 
 ねじｻｲｽﾞ 

M8 

ねじｻｲｽﾞ 

M8 

ねじｻｲｽﾞ 

M8 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

ｸﾗﾝﾌﾟ端子 
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制御回路端子の端子配列 

 

FREQROL-HCシリーズと FREQROL-XC(-PWM)シリーズの制御回路端子配列を以下に示します。 

FREQROL-HCシリーズと FREQROL-XC(-PWM)シリーズで制御回路端子の配列が異なりますので、端子の名称、

位置をご確認の上、配線してください。 

 

■FREQROL-HCシリーズの制御回路端子配列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■FREQROL-XC(-PWM)シリーズの制御回路端子配列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

端子ねじサイズ：Ｍ３ 

 

電線サイズは 

0.75mm2以下を使用してください。 

推奨電線ｻｲｽﾞは 0.3～1.25ｍｍ2 

 

電線の接続 

制御回路の配線は、電線の被覆をむいて棒端子を使用してください。単線の場合は、電線の被覆をむいて

そのまま使用できます。棒端子または、単線を配線口より差し込んで配線してください。 

(1) 次の寸法で被覆をむいてください。むき長さが長すぎると隣の線と短絡の恐れがあります。 

短かすぎると線が抜ける恐れがあります。 

電線は、バラつかないように、よって配線処理をしてください。また、半田処理はしないでください。 

        
(2) 棒端子を圧着します。 

電線の芯線部分がスリーブ部分から 0 ～0.5mm 程度はみ出るように差し込んでください。 

圧着後、棒端子の外観を確認してください。正しく圧着できていなかったり、側面が損傷している 

棒端子は使用しないでください。 

     
(3) 端子に電線を差し込みます。 

より線で棒端子を使用しない場合や、単線の場合は、マイナスドライバーで開閉ボタンをしっかり奥

まで押した状態で電線を差し込んでください。 
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主回路の配線 

 
FREQROL-HCシリーズと FREQROL-XC(-PWM)シリーズの結線例を以下に示します。 

高力率コンバータシリーズで結線が一部異なるため、注意して配線してください。 

また、接続されるインバータシリーズによっても結線方法が異なるため、インバータ本体の取扱説明書を

参照し、結線してください。 
 
■FREQROL-HCシリーズの結線例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 
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 ■FREQROL-XC(-PWM)シリーズの結線例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊1 インバータの端子R/L1、S/L2、T/L3 には絶対に電源を接続しないでください。 

誤って接続するとインバータおよび多機能回生コンバータが破損します。 

＊2 インバータの端子P/+ を多機能回生コンバータの端子P/+、インバータの端子

N/-を多機能回生コンバータの端子にN/- 接続して、端子P/+、N/- の極性を合わ

せてください。端子P/+、N/- の極性を間違えると多機能回生コンバータおよびイ

ンバータが破損します。 

＊3 リアクトルボックスと多機能回生コンバータ間の配線、電源と端子R/L1、S/L2、

T/L3 間の配線時は、電源の相順を合わせてください。 

誤って接続すると多機能回生コンバータが破損します。 

＊4 電源と多機能回生コンバータの端子R/L1、S/L2、T/L3は必ず接続してください。

接続しないでインバータを運転すると、多機能回生コンバータが破損します。 

＊5 X10 信号を入力端子のいずれかに割り付けて使用してください。 

＊6 端子P4 には何も接続しないでください。 

＊7 UL、cUL 規格に適合するためには、リアクトルボックスの入力側にUL認定 

ヒューズを設置してください。 

＊8 リアクトルと多機能回生コンバータ間にNFB やMC を入れないでください。正常

に動作しません。 

 

共通母線モードで使用する際は、多機能回生コンバータの端子 RYBとインバータの X10（MRS）信号の

割り付けられた端子、多機能回生コンバータの端子 SE とインバータの端子 SD は必ず接続してくださ

い。接続しない場合、多機能回生コンバータが破損する恐れがあります。 
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３．パラメータ 
パラメータ番号や設定値が異なる個所があるため、特記事項に従って設定してください。 

FR-XC-PWMは初期状態で高調波抑制制御が有効となっています。Pr.416制御方法選択の設定値を変更して、高調波抑制制御を有効にしてください。 

  また、機能選択ｽｲｯﾁ SW2の接続ﾓｰﾄﾞは共通母線ﾓｰﾄﾞにしてください。 
 のパラメータは、FREQROL-HC シリーズ 

と番号が異なります。 

設定 ◎：FREQROL-HC のパラメータをそのまま設定 

 

 △：FREQROL-HC のパラメータを変更して設定 

 ×：FREQROL-XC（-PWM）にて調整・設定 

FREQROL-HC パラメータ一覧表 FREQROL-XC(-PWM)対応パラメータ パラメータ設定について 

機能 

番号 
名称 設定範囲 工場出荷値 

機能 

番号 
名称 設定範囲 工場出荷値 設定 特記事項 

1 電源周波数１ (読出のみ) 60.00Hz 1 上限電源周波数 (読出のみ) 60Hz ◎  

2 電源周波数２ (読出のみ) 50.00Hz 2 下限電源周波数 (読出のみ) 50Hz ◎  

22 過負荷信号検出レベル 0～200％ 150% 22 電流制限レベル 0～190% 150% ◎  

40 出力端子割付 0～33 1 

11 RSO 端子機能選択 
0～4、6～11、14～18、

98、99、101～104、106～

111、114～118、198、

199、9999 

1 △ 出力端子数は 6 点から 3 点となります。 

IPF 信号(FREQROL-HC) 

→RYA 端子を IPF 信号に割付てください。 

 

12 RYA 端子機能選択 0 △ 

16 ABC 端子機能選択 99 △  

51 入力電力モニタ基準 0～100kW 定格電力 -     FM 端子がないため、機能はありません。 

52 PU メイン表示データ選択 0～3333 123 52 PU メインモニタ選択 0、5 ～ 10、25、28 0 × 工場出荷値が異なります。 

53 入力電圧モニタ基準 0～500.0V 220V/440V -     FM 端子がないため、機能はありません。 

 54 FM 端子選択機能 0～3333 123 -     

55 母線電圧モニタ基準 0～1000.0V 340V/680V -     

56 電流モニタ基準 0～500A 定格電流 -     

57 再始動選択 0.9999 9999 57 再始動選択 0,9999 9999 ◎  

65 リトライ選択 0,1,2,3 0 65 リトライ選択 0,1,2,3,4 0 × リトライを行わない場合は Pr.67=0 としてください。 

67 アラーム発生時リトライ回数 0～10,101～110 0 67 アラーム発生時リトライ回数 
0～10,101～110,1000～

1010、1100～1110 
0 △ 

68 リトライ実行待ち時間 0.1～360.0s 1.0s 68 リトライ実行待ち時間 0.1～600.0 1.0s ◎  

69 リトライ実行回数表示消去 0 0 69 リトライ実行回数表示消去 0 0 ◎  

77 パラメータ書込禁止選択 1,2 2 77 パラメータ書込選択 1,2 2 ◎  

145 パラメータユニット言語切換 0,1,2,3 0 145 PU 表示言語切換 0～7 0 △  

-    415 SW2 設定状態表示 0～15( 読出しのみ) 15  
機能選択ｽｲｯﾁ SW2 の設定状態を確認できます。 

SW2 の接続ﾓｰﾄﾞは共通母線ﾓｰﾄﾞにしてください。 

-    416 制御方法選択 0、1、9999 9999 × 
FR-XC は Pr.416＝1 に設定して高調波抑制制御を有効にしてく

ださい。FR-XC-PWM は高調波抑制制御有効です。 

900 FM 端子校正 － － -     FM 端子がないため、機能はありません。 

 ｲﾝﾊﾞｰﾀのﾊﾟﾗﾒｰﾀ Pr.30 回生機能選択の設定が必要です。 

共通母線ﾓｰﾄﾞの場合、電源回生共通ｺﾝﾊﾞｰﾀ、高力率ｺﾝﾊﾞｰﾀを使用する設定に変更してください。例：FR-A800 の場合、Pr.30 =“2” 

Pr.416 =“1” 設定時は、Pr.19 基底周波数電圧（V/F 制御）または Pr.83 モータ定格電圧（V/F 制御以外）の設定値を、モータ定格電圧に変更してください。 


